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モミが枯れたのはなぜ？
は 小さな

モミが枯れた
　2021年10月に、岩手山麓にあるモミ人工林が枯

れているとの相談が寄せられました。現場を見に行

くと、常緑樹で冬でも葉がついているはずのモミが

集団で葉を完全に失って枯れていました（写真1）。

モミが集団で枯れる事例は極めて少なく、1998年

の長崎県雲仙岳のモミ天然林被害についで2例目

です。現場は既に気温が低く、虫たちは活動をして

いない時期ですが、雲仙の事例で被害をもたらした

昆虫モミハモグリゾウムシが加害した痕跡がないか

調べました。このゾウムシは、名前の通りゾウのよう

に長く突き出た口（口
こう

吻
ふん

）を持っており、それを葉に

刺して斑点様の食害痕を葉に残します（写真2）。現

写真１　被害地のモミの様子。食害を受けて落葉し、

枝だけになった木が多く見られる。

写真２　モミハモグリゾウムシ成虫（A）と食害痕跡（B）。

A：成虫は長く突き出た口（口吻）を葉裏から刺して葉

の内部組織を食べる。B：葉裏に穴があき（赤矢印）、表

側には白い斑点模様の食害痕（黒矢印）ができる。
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場にかろうじて残っていた葉にはゾウムシの食害

痕が残されており、加えて、現場の土壌からは成

虫の死骸が見つかり、その数は被害現場だけで

90万頭ほどは存在すると推定されました。翌年の

7月には、実際に被害林で多くのモミハモグリゾウ

ムシ成虫が観察され、モミの枯損原因がこのゾウ

ムシであると判明しました。

ゾウムシはどこにいる？
　今回、岩手県で確認されたモミハモグリゾウム

シによる被害は、全国でまだ2例目です。そのた

め、このゾウムシの生活史や越冬場所などについ

てわかっていたことは、(1)成虫は体長2〜3 mm

ほどで、6〜8月にその年に出た葉（当年葉）を食

べて、そこに産卵すること、(2)葉の中でふ化した

幼虫が内側から葉の組織を食べること、(3)被害

を受けた当年葉が落葉すること、などでした。落

葉した後、このゾウムシがどこでどのように過ごし

て越冬するのかがわかれば、ゾウムシの防除対策

に役立てることができます。1年間かけて調査し

たところ、成虫の食害とそれに続く産卵によって

7〜8月にかけて当年葉が落ちた後も、幼虫は落

ち葉の内部で成長して越冬し（写真3）、翌年の5

月まで約10ヶ月もの長期間を落ち葉内に潜んで

いることや、その後も落ち葉の中でさなぎになり、

約2週間後に成虫になって落ち葉から脱出して樹

上の葉を加害していることがわかりました。

被害を防ぐためには
　虫害への対処として農薬散布が挙げられます

が、モミは樹高が高く、農薬散布は難しい作業で

す。今回の調査でモミハモグリゾウムシが10ヶ月

以上もの長い間、幼虫やさなぎの状態で落ち葉

の中に潜んでいることがわかりました。農薬を使

わなくても、落ち葉かきを行えばモミハモグリゾ

ウムシの数を減らすことができます。このゾウム

シは当年葉のみを加害するため、当年葉以外は

食害を受けず、モミが直ちに全ての葉を失い枯死

するわけではありません。モミハモグリゾウムシ

の被害は、秋でもないのに成虫の活動期である夏

場に葉がたくさん落ちるという特徴がありますの

で、被害に気づいたら速やかに防除対策を実施す

れば、モミを守ることが可能です。

　なお、本文に関する詳細は以下に掲載されてい

ます。
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写真３　葉の内部にいるモミハモグリゾウムシ 

幼虫。（矢印）
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